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
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

■工　事　名：京葉線新習志野・海浜幕張間新駅設置他
■施　　主：東日本旅客鉃道株式会社東京建設プロジェクトマネジメントオフィス
■設　　計：京葉線新習志野・海浜幕張間新駅設置詳細設計他共同企業体

（構成員：ＪＲ東日本コンサルタンツ株式会社、株式会社ＪＲ東日本
建築設計、鉄建建設株式会社）

■施　　工：鉄建建設株式会社
■建　設　地：千葉市美浜区浜田二丁目－２の一部、－
■敷地面積：，．㎡
■構　　造：（駅舎）Ｓ造平屋、（電気室棟）Ｓ造２階建て
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡（建築申請建物：．㎡、その他：．㎡）
■工　　期：年５月日～年９月日

ホーム構造断面（ＢＩＭモデル）

　このたび、京葉線番目となる新駅、幕張豊砂駅の開
業を迎えることができました。本プロジェクトの推進に
あたり関係者の多大なご協力をいただけましたこと、深
く感謝申し上げます。
　幕張新都心拡大地区新駅設置協議会（構成員：千葉市、
千葉県、イオンモール㈱）とともに、新駅の設置による
地区全体の利便性や回遊性の向上、都市機能の強化や交
通機能の分散を目指し、これまでプロジェクトを進めて
きました。

　本駅は「ゆったりとした時間が流れる新しい駅」をコ
ンセプトとし、駅本屋は特徴的な片持ちの大屋根構造と
することで、コンコース内は既存の高架橋以外柱がなく
開放的な空間にすると共に、駅本屋およびホーム上家の
一部を膜屋根とすることで、日中帯は柔らかな光を取り
込み、照明エネルギーの削減を図っています。
　さらに「風」の流れを考慮した温熱環境計画による空
調エネルギーの削減や地元千葉県産木材の活用によるＣ
Ｏ削減等により、ＳＤＧｓに配慮した快適な駅空間を
目指しました。
　千葉市が掲げる「幕張新都心まちづくり将来構想」に
あるように、本駅の開業が幕張新都心エリア全体の融合
を促進していけるよう、弊社としても引き続きまちとの
連携を図っていければと考えております。
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上り線ホーム

　今回の工事は、地面を走行する下り線と
高架橋を走行する上り線に、それぞれの線
路の高さに合わせた２面２線の相対式ホー
ムを新設するものです。
　土木の設計で工夫したポイントは、上下
線間の狭あいな厳しい施工条件を工事期間
中の工事用通路を確保可能な上下線ホーム
を支える構造形式に改善、新しく構築する
ホーム躯体を既設高架橋に対する地震時の
補強体とすることにより耐震性の高い構造
形式とした点があげられます。

　また、鉄筋を既設高架橋に削孔して埋め
込む必要があるものの、既設鉄筋と干渉し
設計通りには入らないことを想定し、はつ
り調査やその結果による再設計期間を工事
工程に予め見込み、現場での手戻りがない
設計手法を提案しました。
　最後に、微力ながらも設計者として、ま
ちの活性化に貢献できたら幸いです。
　ＪＲ東日本コンサルタンツ株式会社
　技術本部　技術第一部　課長

馮　仲士


